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お知
し

らせ① 蔵
ぞう

書
しょ

点
てん

検
けん

 

12月
がつ

の終
お

わりから 1月
がつ

にかけて、図
と

書
しょ

館
かん

の

本
ほん

を点
てん

検
けん

します。 

放
ほう

課
か

後
ご

に閲
えつ

覧
らん

室
しつ

で、図
と

書
しょ

委
い

員
いん

・蔵
ぞう

書
しょ

点
てん

検
けん

係
かかり

が作
さ

業
ぎょう

するので、 

興
きょう

味
み

のある方
かた

はぜひ見
み

に来
き

てください。 

点
てん

検
けん

期
き

間
かん

中
ちゅう

も、図
と

書
しょ

館
かん

はいつもどおり使
つか

えます。 

 

お知
し

らせ② 

冬
ふゆ

休
やす

み中
ちゅう

の図
と

書
しょ

館
かん
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今年
こ と し

は、年
ねん

末
まつ

年
ねん

始
し

が   平
へい

日
じつ

と 重
かさ

なっ たり司書
し し ょ

が出
しゅっ

張
ちょう

 

だったりで、冬
ふゆ

休
やす

み中
ちゅう

 の営
えい

業
ぎょう

 日
び

が少  なめです。 

ですので、本
ほん

を借
か

り る方
かた

はお早
はや

目
め

に。終
しゅう

  業
ぎょう

式
しき

前
まえ

の 

12/11～12/19 に借
か

りると、お休
やす

みをはさむ 

ので、 1  

です。 

中
ちゅう

長
ちょう

編
へん

の小
しょう

説
せつ

やじっくり見
み

たい写
しゃ

真
しん

集
しゅう

など 

１冊
さつ

いかがですか？ 

 

 

  

書  
館だより  

としょかん・だより がつ ごう 

蔵
ぞ う

書
し ょ

検
け ん

索
さ く

 

QRコードAIによって生成されたコンテンツは間違っている可能性があります。

Column トショブ！ 

個
こ

性
せい

がキラリ☆御
ご

朱
しゅ

印
いん

の魅力
みりょく

 

神
じん

社
じゃ

やお寺
てら

で頂
いただ

ける御朱印
ごしゅいん

は、参
さん

拝
ぱい

によって神
しん

仏
ぶつ

とのご縁
えん

が結
むす

ばれた証
あかし

の記
き

録
ろく

です。な

かには墨
ぼく

書
しょ

や印
いん

に工
く

夫
ふう

をこらし

ているものもあります。 

東
とう

京
きょう

都
と

渋
しぶ

谷
や

区
く

にある「東
とう

郷
ごう

神
じん

社
じゃ

」では、ウェブサイト

(URL は↓)の写
しゃ

真
しん

のようにハロ

ーキティのリボンの印
いん

が押
お

され

ているそうです。図
と

書
しょ

館
かん

にある

『御
ご

朱
しゅ

印
いん

でめぐる関
かん

東
とう

の神
じん

社
じゃ

～

週
しゅう

末
まつ

開
かい

運
うん

さんぽ～』には、他
ほか

にも変
か

わったモチーフの御
ご

朱
しゅ

印
いん

が紹
しょう

介
かい

されているので、ぜひ

見
み

てみてください。 

御
ご

朱
しゅ

印
いん

をきっかけに日本
に ほ ん

の伝
でん

統
とう

と文
ぶん

化
か

に親
した

しんでみてはいか

がでしょうか？ 

 

参
さん

考
こう

文
ぶん

献
けん

： 

1《東郷神社-授与品》 

https://togojinja.or.jp/amulet 

＊このページの 

いちばん下に 

「御朱印・御朱 

印帳」が紹介されています 

2『御朱印でめぐる関東の神

社～週末開運さんぽ～ 地球

の歩き方 

御朱印シリー 

ズ 09』地球の 

歩き方編集室 

ダイヤモンド・ 

ビッグ社 

文
ぶん

責
せき

：K.Y. 

https://lib-finder.net/kodamah/
https://kodama-h.spec.ed.jp/0bc637f9776f1f115e0991fdc771894a
https://togojinja.or.jp/amulet
https://togojinja.or.jp/amulet


新
あたら

しい本
ほん

は、図
と

書
しょ

館
かん

東
ひがし

側
がわ

（音
おん

楽
がく

室
しつ

 

方
ほう

面
めん

）の出
で

入
いり

口
ぐち

前
まえ

にならんでいます。 

 

『シン、読
どっ

解
かい

力
りょく

』新井紀子 東洋経済新報社 

『謎
なぞ

ルール １０代
だい

から 考
かんが

える「こんな社
しゃ

会
かい

」を生
い

き抜
ぬ

く 

解
かい

放
ほう

論
ろん

』内田樹ほか 時事通信社 

『「知
し

らなかった」では済
す

まされない道
どう

路
ろ

の新
しん

常
じょう

識
しき

 

交
こう

通
つう

トラブル六
ろっ

法
ぽう

』藤吉修崇 KADOKAWA 

 

👇  

『夏
なつ

の終
お

わり、透
とう

明
めい

な君
きみ

と恋
こい

をした』 

九条蓮 スターツ出版 

『三
さん

次
じ

元
げん

画
が

像
ぞう

計
けい

測
そく

の基
き

礎
そ

-バンドル 調
ちょう

整
せい

の理
り

論
ろん

と実
じっ

践
せん

-』 

日本写真測量学会 東京電機大学出版局 

『解
かい

析
せき

写
しゃ

真
しん

測
そく

量
りょう

 改
かい

訂
てい

版
ばん

』日本写真測量学会 

『ワイマル文
ぶん

化
か

を生
い

きた人
ひと

々
びと

』 

ウォルター・ラカー ミネルヴァ書房 

『いろいろな地
ち

形
けい

・さまざまなくらし世
せ

界
かい

の地
ち

理
り

トップ 10 

（全
ぜん

8巻
かん

）』ニール・モリス すずき出版 

＊洞窟・大都市・砂漠・島・山脈・川・海・湖 

『13歳
さい

からの地
ち

政
せい

学
がく

 カイゾクとの地
ち

球
きゅう

儀
ぎ

航
こう

海
かい

』 

田中孝幸 東洋経済新報社 

『経
けい

済
ざい

人
じん

類
るい

学
がく

の眼
め

』栗本慎一郎 青土社 

『その国
こく

語
ご

力
りょく

で裁
さい

判
ばん

員
いん

になれますか？』入部明子 明治書院 

『初
しょ

期
き

歌
か

謡
よう

論
ろん

』吉本隆明 河出書房新社 

『地
ち

下
か

室
しつ

の批
ひ

評
ひょう

家
か

』ルネ・ジラール 白水社 

『道
どう

化
け

の民
みん

俗
ぞく

学
がく

』山口昌男 筑摩書房 

『現
げん

代
だい

数
すう

学
がく

への小
こ

道
みち

』ソーヤー 岩波書店 

『ファインマン物
ぶつ

理
り

学
がく

 3 電
でん

磁
じ

気
き

学
がく

』 

ファインマン, レイトン, サンズ 岩波書店 

『物
ぶつ

理
り

化
か

学
がく

 理
り

論
ろん

と計
けい

算
さん

（上）（下）』越山季一 東海大学出版会 

『科
か

学
がく

史
し

的
てき

思
し

考
こう

』佐々木力 御茶の水書房 

『科
か

学
がく

革
かく

命
めい

の構
こう

造
ぞう

』トーマス・クーン みすず書房 

『現
げん

代
だい

生
せい

物
ぶつ

学
がく

と弁
べん

証
しょう

法
ほう

 モノ―「偶
ぐう

然
ぜん

と必
ひつ

然
ぜん

」をめぐって』 

武谷三男ほか 勁草書房 

『学
がっ

研
けん

の図
ず

鑑
かん

LIVE 恐
きょう

竜
りゅう

』真鍋真 Gakken 

 

『対
たい

称
しょう

性
せい

 レーダーマンが語
かた

る量子
りょうし

から宇宙
うちゅう

まで』 

レオン・レーダーマンほか 白

楊社 

『悲
ひ

劇
げき

の解
かい

読
どく

』吉本隆明 筑摩

書房 

『フラクタルの世
せ

界
かい

 入
にゅう

門
もん

・

複
ふく

素
そ

力
りき

学
がく

系
けい

』宇敷重広 日本評

論社 

『沈
ちん

黙
もく

の絵
かい

画
が

 マネ論
ろん

』ジョル

ジュ・バタイユ 二見書房 

『呪
のろ

われた部
ぶ

分
ぶん

』ジョルジュ・

バタイユ 二見書房 

『古
こ

代
だい

史
し

論
ろん

争
そう

 日
にほん

本の青
せい

銅
どう

器
き

文
ぶん

化
か

』森秀人 朝日新聞社 

『思
し

想
そう

と幻
げん

想
そう

』 

鮎川信夫ほか 思潮社 

『混
こん

沌
とん

からの秩
ちつ

序
じょ

』 

I.プリゴジンほか みすず書房 

C『サユリ 完
かん

全
ぜん

版
ばん

』 

押切蓮介 幻冬舎 

C『東
とう

京
きょう

ボイジャーレコード』 

たし 一迅社 

C『吾
わが

輩
はい

の部
へ

屋
や

である 1～6』 

田岡りき 小学館 

C『みなみけ 1～23』 

桜場コハル 講談社 


